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第 12回 日本バイオメカニクス学会大会の開催

拝啓

皆様におかれましては益々ご清栄のことと存 じます。下記のごとく、日本

バイオメカニクス学会大会を早稲田大学で開催することにな り、スライ ド発

表29演題、ポスター発表61演題の合計90演題の応募がありました。スライ ド

発表(S)と ポスター発表(P)の 区別なく、活発な討論が期待されます。演題内

容はパフォーマンス(1,2)、 筋電図(1,2)、 関節 と機能、発育発達(1,2,3)、 モデ

ル、スポーツスキル(1,2,3,4)、 生体パワー、開発とシミュレーションの8セ ク

ションにわたっています。さらに教育ワークショップ(1,2)が開かれ、 日本の

バイオメカニクス研究の発展とともに、会員相互の交流と各位の研鑽が期待

されます。

本プログラムは演題の抄録中心に編集 したものですが、大会時の討論の資

料に使われますように御願い致 します。多数の研究者が参会されることをお

待ち申し上げています。

敬具

平成6年4月 30日

第12回 日本バイオメカニクス学会大会会長

実行委員長

カロ顧巌―一良6

永田 晟
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ジ∃イン ト講演会

第 1日 目 5月 12日  12:50～ 18:10 井深大記念ホール

実行委員長挨拶

赤松映明 (京都大工学部 )

12:50～ 15:00

座長 佐藤正明 (東北大工学部 )

「 生体組織圧縮挙動 のオ プテ イカル フロー画像解析」
立石哲也 (工業技術院機械技術研究所 )

「 負荷 による腱 。靭帯の リモデ リング」
安田和則、真島任史 (北海道大医学部)

林紘三郎 (大阪大基礎工学部)

「 関節の潤滑」
笹田 直 (千葉工業大工学部)

15:00～ 15:20  休 憩

15:20～ 18:10

座長 浅見俊雄 (東京大教養学部 )

「 スポーツパフォーマンスの向上とバイオメカニクス」
阿江通良 (筑波大体育科学系)

「生体運動と骨格筋」
熊本水頼 (富 山県立大工学部 )

「 骨格筋伸 張の一般生理 と運動・ トレーニ ング」
石井直方 (東京大教養学部 )

「 スポー ツと心肥大」
松田光生 (筑波大体育科学系)

開会の挨拶
永田 晟 (早稲田大人間科学部 )
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第 12回

日本バイオメカニクス学会大会

プログラム I

大会会長講演

教育ワークショップ
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大 会 会 長 講 演

第2日 目 5月 13日  11:40～ 12:10 井深大記念ホール

「 人エバ イオ メカニ クス」

大会会長 加藤一郎 (早稲田大学 )

司会   永田 晟 (早稲田大学 )

教育ワークショップ

教育ワークショップ(E2)その 1

第2日 目 5月 13日  16:30～ 18:10 1階 ロビー

「映像解析とKinematics」

コーデ イネータ 宮崎正 巳 (早稲田大学 )

映像解析はビデオフイルムを用い、三次元自動解析をパソコンを用いてお こなう。自動

解析をお こなつている下記の5社を選んだ。本会場フロアでサッカーボールをキ ックする

動作を行い、各身体部位 (関節)の軌跡、角変位、角速度、エネルギー量、そ して身体重

心の軌跡をklncmatに sに解析 し、即時出力することとした。解析処理後、各社よ リデータ

シー トについて口頭発表をおこない、各社のデータを比較検討 し、本ワークシヨップの報

告書 (冊子)を作成する。参加企業名と担当者は以下の通 りです。

ロー1 ジャバン・チャタヌガ株式会社 (ピーク・システム)

担当 河岸氏

D-2 株式会社応用計測研究所 (ク イック・マグ)

担当 富田氏

駿 -3 株式会社エムテック (LAVIC)
担当 井原氏

―-22-―



E2‐4 エムピー・ジャバン株式会社 (キ ネメ トリックス )

担当 野口氏

彫 -5 株式会社ナック (バ イコン 370システム )

担当 龍氏

教育ワークショップ(E3)その2

第3日 目 5月 14日  15:30～ 17:00 1階ロビー

「フォースプレー トと Kinetics」

コーデイネータ 川島一明 (日 本大学 )

本ワークショップは測定器メーカー6社の協力により展示・デモンストレーシヨンし、

実際のデータ取りを行う。方法は、フォースプレー ト上に共通動作としてゴルフシヨット
とジャンピングを行い、データをコンピュータ処理・解析システムに入力し、その後各社
のデータを共通項目 (力曲線、モーメント、速度、加速度、重心点などの移動軌跡)に つ
いて口頭で発表する。また出カデータは即時コピーして報告書 (冊子)を作成する。参加
企業名と担当者は以下の通りです。

E3‐ 1 兼松メディカルシステム株式会社 (米国 ANr「I社製)

担当 萩野氏

E3‐2 ェムピージャバン株式会社 (米国ベルテック社製)

担当 北良市氏

E3-3 日本キスラー株式会社 (ス イスキスラー社製)

担当 溝口氏

E3‐4 竹井機器工業株式会社 (自社製)

担当 岩崎氏

E3-5 株式会社ヨコハマ・イメージ・システム (ヨ コハマゴム社製)

担当 金谷氏

E3-6 サニタ商事株式会社 (エネルギー量検出器 )

担当 後藤氏

―-23-―



第 12回

日本バイオメカニクス学会大会

プログラム II

演

録
口
抄

般

表
一
発
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5月 13日 (金 )午 前  ス ラ イ ド発 表   井 深 大記念 ホ ール

モデル        座長 横井孝志 (生命工学工業技術研究所) )10～ 1022

S2‐ 1神経回路網モデルにおける皮質運動神経細胞 と筋張力の出力関係
室 増男・大島 洋 (東邦大・医)、 与那正栄 (東薬大)

S2‐2ニ ューラルネットワークを用いたEMG― トルク関係の学習と予測
北城圭一 。自山正人・宮下充正 (東京大・教育)

S2‐3立位姿勢におけるカオス的ゆらぎ
山田憲政 (北海道大・教育)

S2‐4軌道計画法による走動作の最適化
金子靖仙 。小川雅央 (ミ ズノ (株))

S2‐5 GAに よる生体筋力特性の同定法
長谷川光彦 (長岡技術科学大)、 松本博幸 (長岡技術科学大・大学院)、

塩野谷 明 (長岡技術科学大)

S2‐6運動におけるふたつの Variabilityを 関係づける仮説の提案
木村 広 (九州工業大)

発育発達       座長 吉澤正テ (福井大)         lo22～ H:22

S2‐7背面跳び (走 り高跳び)学習の小学校段階への導入の是非について
―はさみ跳び学習との技能 と情意的側面の学習効果の比較から一

原田耕造 (兵庫教育大 。大学院)、 後藤幸弘 (兵庫教育大)

S2‐3脚長からみた歩幅の相対発達
坂田知子 (旭川大 。女子短期大)、 海老原 修 (横浜国立大・教育)

S2‐9原始歩行の動作特性

岡本香代子・岡本 勉・山下英明・堤 博美 。 (関西医科大)、

後藤幸弘 (兵庫教育大)

S2‐ 10幼児期における基本的動作の観察的評価の検討
中村和彦 (山梨大・教育)、 宮丸凱史 (筑波大・体育科学系)、

植屋清見 (山梨大・教育)、 窪 康之 (筑波大・大学院)、

船ケ山祐子 (河合楽器体育研究室)

S2‐ 11ジ ュニアスプリンターの疾走能力に関する縦断的研究
加藤謙― (宇都宮大)、 宮丸凱史 (筑波大)、 久野譜也 (東京大)、

秋間 広 (筑波大・大学院)

5月 13日 (金 )午 後  ポ ス タ ー発 表   第 1.2.3会議室 、 3階 ロビー

スポーツスキル (1) 座長 阿江通良 (筑波大)         134_5～ 1415

P2‐ 1走幅跳 :世界一流選手の踏切におけるバネ係数

深代千之 (東京大・教養)、 若山章信 ((財)スポーツ医・科学研究所)

P2‐2陸上競技 100m走 における日本と世界一流選手のスピー ド変化

松尾彰文・杉田正明 (東京大・教養)、 伊藤 章 (大阪体育大)、

阿江通良 (筑波大)、 小林寛道 (東京大・教養)

―-28-―



P2‐3疾 走 フォームの向上が力学的なエネルギーの流れに及ぼす影響

末永貴久 (鹿屋体育大・大学院)、

金高宏文・倉田 博・平田文夫 (鹿屋体育大 )

P2‐4膝 関節伸・屈筋群の筋カバランス と疾走 フォーム との関係

高木浩信・田口正公 (福岡大 )、 諸冨一秋・小松佐歳 。

森 俊和 (福岡大 。大学院 )

P2‐5非 鍛錬者における 100m疾走能力 と形態特性の関連

高橋和代 (三重大 。大学院)、 高木英樹 (三重大 )

P2‐6歩 行 。歩行速度 と地面反力

松野義晴 (国際武道大 。研究生 )

スポーツスキル (2) 座長 北本 拓 (国学院大)        14Ю ～ 1豊 20

P2‐7や り投げ動作のシステムー身体全体の運動連鎖 と上肢帯筋群の収縮機序 ―

若山章信 ((財)ス ポーツ医・科学研究所 )

P2‐8 自転車駆動に対する姿勢の影響

道用 亘 (金沢大 。大学院)、 山本博男 (金沢大 )

P2‐9 自転車のこぎかたの違いによる角度変化 とカ

平川幹浩 (日 本体育大 。大学院 )、

日比端洋・石井喜八 (日 本体育大 。身体動作学研究室 )

P2‐ 10ホ ッケー競技におけるプ ツシユス トロークのキネテ ィクス

久我晃広・田中さくら (早稲田大・大学院)、 永田 晟 (早稲田大 )

P2‐ 11-流高校生ゴルフアーの ドライバーショッ ト中の足圧分布

天野勝弘 (関東学園大 )、 平山昌弘 (BeanZ masa)
P2‐ 12腕の関節の回転速度か らみたバ ドミン トンのスマ ッシュ動作

湯 海鵬 (富 山県立大 )

P2‐ 13加 速度計を用いたクロール泳法の分析

加藤好信 (早稲田大 。研究生 )・ 永田 晟 (早稲田大 )

スポーツスキル (3) 座長 宮崎義憲 (東京学芸大)       1415～ 14"

P2‐ 14卓球サー ビスの 3次元動作解析

一回転の異なるサー ビスにおける動作 について一

吉田和人 (静岡大)、 蛭田秀―・島岡みどり (名 古屋大 )、

竹内敏子 (中京大)、 飯本雄二・油座信男 (中京女子大 )

P2‐ 15バ レーボールのスパイク・ ジャンプにおける発揮パワー

ーー定負荷性脚伸展パ ワー と比較 して一

山中健太郎・平野裕― (東京大・教育 )

P2‐ 1`リ バ ウン ドジャンプ能力の向上に伴 う踏切時間 と跳躍高の変化パター ン

図子浩二 (筑波大・大学院)、 高松 薫 (筑波大・体育科学系 )

P2‐ 17サ ッカーポールの追跡の軌跡か ら見た子供の予測システムの研究

宮地 力 (筑波大・体育科学系)

P2‐ 18ア メ リカンフッ トポールのヘルメ ッ トの装備が頭部の動 きに及ぼす影響

岡本直輝・伊坂忠夫 (立命館大 )

P2‐ 19バ ウン ドポールのスピー ドと角度の変化

葛西順一 (早稲田大 )

―-29-―



スポーツスキル (4) 座長 平野裕― (東京大)         1520～ 1,m

P2‐20和 弓の復元過程の力学的研究
細谷 聡 (筑波大 。大学院)、 小林一敏・宮地 力 (筑波大)

P2‐ 21ア ジア・ トップ・ リフターのスナッチ技術の分析
伊坂忠夫・岡本直輝 (立命館大)、 岡田純一 (日 本体育協会)、

船渡和男 (東京大)

P2‐ 22順手車輪におけるパフォーマンスについて
井手口 学・新井健之・蝶間林利男 (横浜国立大)

P2‐ 23カ ヤックカヌー漕の動作解析結果と推進力の関係
余田由香 。今井仁美・山添秀美・黛 誠 (武庫川女子大)

P2‐ 24綱ヨ|に おけるファース トブレークのスキル

中島芳邦 (金沢大・大学院)、 山本博男 (金沢大・教育)

P2‐ 25舞踊におけるジャンプ動作の分析
亀山愛子 (お茶の水女子大)

EMG        座長 西薗秀嗣 (鹿屋体育大)       lim～ 1625

P2‐26電気刺激による高齢者のM波スペク トルと筋疲労
田中さくら・久我晃広 (早稲田大 。大学院)、 永田 晟 (早稲田大)

P2‐ 27膝関節伸展・屈曲筋群における Eccentric・ Concentric筋出力と
Electromehanical Delayと の関係

高瀬幸―・田日正公・高木浩信 (福岡大)、

高柳清美 (九州リハビリテーシヨン大学校 )

P2‐ 28肘関節屈筋群の角度―トルク関係 と長潜時反射の関係

中沢公孝・矢野英雄・山本紳一郎 (国立身障者リハ・センター)、

藤崎 巌 (セ ノー (株))
P2‐ 29太極拳「歩行」中の下肢筋群放電量から推定 した共収縮作用

閻 洪亮 (日本体育大 。大学院)、 石井喜八 (日 本体育大)

P2‐ 30立位つま先立ち動作における初期重心位置が、反応時間および予測性姿勢調

節に及ぼす影響
山下謙智 (京都大・体育指導センター)

P2‐ 31ク ロスカントリースキーのオーバーロー ドトレーニング様式の提言

一筋 トレーニングの筋電図的視点から一

晴山紫恵子 (北海道女短大)、 川初清典 (北海道大)

P2‐ 32ス キージャンプの補強 トレーニングに関する考察

川初清典 (北海道大)、 晴山紫恵子 (北海道女短大)
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5月 14日 (土 )午 前 スライ ド発表 井深大記念ホール

パフオーマンス (1) 座長 田口正公 (福岡大)         &30～ )30

S3‐ 1 ゴルフポール打撃時の飛行軌道シュミレーション
永田 晟 (早稲田大)

S3‐2床反力からみたゴルフ斜面シヨットの分析
川島一明 (日 本大・農獣医学)、 永田 晟 (早稲田大)

S3‐ 3 Basketballの free throw shootingに おける関節 torqueの 再現正確性
野村治夫 。前田正登・美崎教正 (神戸大 。発達科学)、

森脇俊道 (神戸大・工学)、 村田英人 (金沢工大・営工)

S3‐4同一投球条件下でのスイング様式
松尾知之 (大阪大)

S3‐5少年野球の投球数の増加に伴う投動作のパイオメカニクス

中村和彦・植屋清見 (山梨大・教育)、 窪 康之 (筑波大学 。大学院)

パフォーマンス (2) 座長 伊藤 章 (大阪体育大)       )30～ 1030

S3‐6ア イカメラを利用 した剣道における日付けの実験的研究
一ノ渡純子 (金沢大 。大学院)、 恵士孝吉 (金沢大・教育)、

渡辺 香 (中部大)

S3‐7主観的な視聴覚条件の設定とバイオメカニクス研究
大道 等 (国際武道大)

S3‐8四肢の角運動量と重心の上下動からみたランニングの経済性
布目寛幸 (東京大・大学院)、 平野裕―・宮下充正 (東京大)

S3‐9イ ンステップキックのインパク ト過程
浅井 武 (山形大)、 斎吉敏晴 (フ ォトロン)

S3‐ 10走幅跳練習における短助走跳躍の意義
淵本隆文・伊藤 章・山本正敬・金子公宥 (大阪体育大)、

許 樹海 (西安体育学院)

EMG        座長 与那正栄 (東京薬科大)       1030～ 1206

S3‐ 11下腿三頭筋における選択的興奮 。抑制の可能性
森谷敏夫 (京都大 。人環研究科 )

S3‐ 12運動単位の収縮特性 と表面筋電図パワースペク トルとの関係
関 和彦・成澤三雄 (国際武道大・体育)

S3‐ 13経頭蓋的磁気刺激による運動誘発電位の評価
矢作 晋 (広島修道大)、 笠井達哉・加藤荘志 (広島大)

S3‐ 14妊婦の基本的な日常生活動作の筋電図的研究
堤 博美・岡本 勉・岡本香代子 (関西医科大)、 後藤幸弘 (兵庫教育大)

S3‐ 15原始歩行の筋電図的特徴
岡本 勉・山下英明・堤 博美・岡本香代子 (関西医科大)、

後藤幸弘 (兵庫教育大)

S3‐ 16水 中では筋電図からみた歩行パターンはどのように変化するか ?
西薗秀嗣・下大迫晃・芝山秀太郎 (鹿屋体育大・体力科学)

S3‐ 17筋力のアンバランスは運動速度に低下をもたらす ?
小嶋武次 (東京大)
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S3‐ 18運動経験が着地衝撃緩衝能に及ぼす影響について

陸 暁峰 (東京学芸大 。大学院 )、 宮崎義憲 (東京学芸大 )

5月 14日 (土 )午 後 ポスター発表 第 1.2.3会議室、

関節 と機能 座長 桜井伸二 (名 古屋大 )

P3‐ 1肘屈筋力に及ぼす伸張加速度の効果
福永哲夫・船渡和男 (東京大・教養)

P3‐2筋力の大きい者と小さい者の速度―トルク関係の比較
大金雅子 (東京大・教育)、 川上泰雄 (東京大・教養)、

白山正人・宮下充正 (東京大・教育)

P3‐3単関節動作と多関節動作における力…速度関係
船渡和男・松尾彰文・福永哲夫 (東京大・教養)

P3‐4様々な関節角度におけるトルクー速度関係の特性について
井上伸一 (佐賀大・教養)、 池上寿伸 (佐賀大・教育)

P3‐5重量物を担ぎ上げるときの膝関節伸展動作の sticking region

滝沢宏人・植屋春見 (愛知大)

P3‐6膝関節角度と外側広筋の筋線維長の関係
川上泰雄・福永哲夫 (東京大・教養)
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発育発達 (1)    座長 唐津邦利 (山 口大)         1,30～ 13:55

P3‐7高齢者の立位時における体幹部の前屈の空間知覚
宮口明義 (金沢経済大)、 藤原勝夫 (金沢大・教養)

P3‐8姿勢調節能の高年齢者と若年者との比較
浅井 仁 (金沢大 。医療技術短期大)、 藤原勝夫 (金沢大・教養)

P3‐9高年齢者における上・下肢運動間の干渉
外山 寛・藤原勝夫 (金沢大・教養)

P3‐ 10高年齢者の各種ジヤンプ動作における反応時間

藤原勝夫・外山 寛 (金沢大・教養)、 国田賢治 (金沢大 。大学院)

P3‐ 11高年齢者における下腿筋力の年齢変化

山科忠彦 (金沢医科大)、 藤原勝夫 (金沢大・教養)

発育発達 (2)    座長 後藤幸弘 (兵庫教育大)       13:"～ 1420

P3‐ 12ゲ ー トボールを行う高齢者の転倒の実態と歩行動作
飯干 明・末永政治 (鹿児島大・教養)、 上田 厚 (熊本大 。医学)、

松下敏夫 (鹿児島大・医学 )

P3‐ 13女性における上肢 と下肢の周期運動の安定性
前田圭子 (北陸学院短大)、 藤原勝夫・外山 寛 (金沢大)、

国田賢治 (金沢大・大学院)

P3‐ 14児 童にみ られる空間的配置能力の発達

海老原 修 (横浜国立大・教育)、 坂田知子 (旭川大・女子短期大)

P3‐ 15幼少期におけるホツプーキック動作の発達

邊 仁敬 (お茶の水女子大)

P3‐ 16プランコすわ りの りのこぎ姿勢の発達

長谷川久子 (北海道教育大)

生体パワー      座長 牛山幸彦 (新潟大)         14"～ 1450

P3‐ 17ト レッドミルを利用 した ドリブル運動のエネルギー消費量

松永一成 (金沢大 。大学院)、 山本博男 (金沢大)

P3‐ 18水球選手の無酸素性パワーと立ち泳ぎの浮上力

柳 等 (ス ポーツ医・科学研)、 酒井達郎 (松山大)、

斉藤好史 (大阪成険女短大)、 当麻成人 (大阪薬科大)、

原 朗 (東京情報大)、 清原伸彦 (日本体育大)

P3‐ 19 PNFス トレッチングにおけるPassive tendonと 関節可動域
山本紳一郎 (金沢大 。大学院)、 山本博男 (金沢大・教育)

P3‐20形態指数からみた全身骨塩量の推定
薗部正人 (日本体育大 。大学院)、 石井喜八 (日 本体育大)

P3‐ 21剣道の高齢高段者の骨量について

山神員―・岡田泰士・藤原章司 (香川大)、

榎並 浩・引田紀子 (香川大 。大学院)

P3‐ 22準無重力下の生理的振戦の研究
苗 鉄軍・李 衛強・板倉直明・坂本和義 (電気通信大・電子情報学科 )
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開発とシミュレーション   座長 室 増男 (東邦大 )     14Ю ～1,25

P3‐ 23正弦波状負荷運動における呼吸 。循環応答モデル

新井康司 (早稲田大・大学院)・ 永田 晟 (早稲田大 )

P3‐ 24等速性腕伸展パワー測定装置の開発 ;妥 当性 ,信頼性 ,お よび標準値

山本正嘉・山本利春・井上哲朗 (国際武道大 )、

山田幸―・中村悦夫・斉藤雅彦 (竹井機器工業 )

P3‐ 25ビ デオシステムと映画システムによる動作分析の比較

磯川正教 (都立大)、 小嶋武次 (東京大 )

P3‐ 26コ ンピュータシ ミユレー ションか らみた垂直跳びにおける トルク発揮の個人

差について

末吉靖宏 (鹿児島大・教養 )、 辻尾昇三 (鹿児島大 。工学 )

P3‐ 27カ ルマンフィルタを用いた 3次元生体 内力推定方法

太田 憲 (筑波大 。大学院)、 小林一敏 (筑波大・体育科学系 )

P3‐ 28や り投げにおける力測定システムの開発

前田正登・野村治夫 (神戸大・発達科学 )、 社本英二・

森脇俊道 (神戸大・工学 )

P3‐ 29呼吸の周波数特性 と心拍数の併用制御型エルゴメータの開発

塩野谷 明・長谷川光彦 。三宅 仁 (長岡技術大 )
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